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老
人
憩
い
の
家
が
公
園
に 

 
 

四
月
二
十
九
日
（
日
）
浜
田
市
長

を
迎
え
、
老
人
憩
い
の
家
跡
地
の
整

備
完
了
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

跡
地
に
は
、
写
真
の
休
憩
所
が
会

員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奉
仕
と
市
の
補

助
金
に
よ
り
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
市
の
花
と
木
で
あ
る
「
あ

じ
さ
い
」
や
「
桜
の
木
」
も
植
樹
し
、

春
や
初
夏
に
か
け
て
花
咲
き
誇
る
公

園
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

後
日
、
皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
た
名

称
か
ら
「
え
の
花
咲
公
園
」
と
命
名

し
、
本
谷
の
金
山
さ
ん
作
に
よ
る
看

板
を
、
役
員
一
同
で
設
置
し
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
も
一
度
は
、
宮
之
城
埃
ノ

宮
神
社
前
交
差
点
か
ら
中
馬
側
へ
島

田
宅
か
ら
尐
し
入
り
、
左
坂
道
を
登

り
き
っ
た
終
点
「
え
の
花
咲
公
園
」

を
訪
れ
て
み
て
下
さ
い
。 
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二
十
三
年
度
決
算
と
事
業
報
告
及
び
新
年
度
予
算 
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昨
年
度
の
決
算
と
今
年
度
予

算
が
、
総
会
に
お
い
て
承
認
と
な

っ
て
い
ま
す
。
予
算
の
有
効
活
用

と
会
員
の
参
加
を
願
い
ま
す
。 
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年
度
前
半
で
の
活
動
を
写
真
で
報
告 
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戦
い
終
わ
っ
て
、
優
勝
旗
は
山
手
支
部 

土
居
支
部
長
の
手
に
。 
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可
愛
地
区
運
動
会 

  

明るい笑顔と はじける汗で 地域が一体となり 躍動しました 
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可
愛
地
区
運
動
会 

花
い
っ
ぱ
い
運
動 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

一
心
祭
り
へ
の
参
加 
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そ
ろ
い
の
赤
い
法
被
で 

 
 

 

ア
～
ソ
レ
ソ
レ
～ 

  

 

 

       

常
友
支
部
か
ら 

 
 

 

 
女
性
五
名
で
「
生
き
生
き
サ
ロ
ン
」

を
立
ち
上
げ
て
か
ら
七
年
に
な
り
ま

す
。
発
足
当
時
は
長
く
続
く
の
か
し

ら
と
心
配
で
し
た
が
、
近
所
の
方
の

熱
心
な
指
導
で
四
季
の
野
草
を
活
か

し
た
生
け
花
や
人
形
づ
く
り
な
ど
を
、

月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
坂
巻
集
会
所
に

集
ま
り
、楽
し
く
創
作
し
て
い
ま
す
。 

会
員
は
小
学
生
か
ら
八
十
歳
の

高
齢
者
ま
で
地
域
に
住
む
同
好
の
女

性
十
名
が
、
何
を
作
ろ
う
か
と
、
子

ど
も
の
セ
ン
ス
や
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、考
え
て
楽
し
く
作
っ
て
い
ま
す
。 

生
活
の
中
に
「
好
き
な
も
の
」
が

あ
る
の
は
素
敵
で
す
。
感
動
し
て
元

気
づ
け
ら
れ
た
り
、
素
人
な
が
ら
心

躍
る
作
品
が
出
来
た
時
は
、
心
が
癒

さ
れ
た
り
し
ま
す
。 

敬
老
の
日

や
秋
の
可
愛
地

区
文
化
祭
へ
向

け
て
、
ど
ん
な
作

品
を
展
示
し
よ

う
か
と
考
え
る

こ
の
頃
で
す
。 

坂
巻
町
内
会
役
員 

伊
藤
徳
子 

■
川
本
支
部
か
ら 

（
自
主
防
災
活
動
）
安
芸
高
田
市
消

防
署
の
ご
指
導
を
頂
き
、
昨
年
十
一

月
に
本
谷
地
区
住
民
を
対
象
に
実
施

し
た
自
主
防
災
訓
練
の
一
つ
で
あ
る
、

簡
易
担
架
の
作
成
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作

実
習
を
、
宮
之
城
地
区
に
お
い
て
も

三
月
二
十
三
日
に
三
十
二
名
の
参
加

の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。 

 

現
在
、
安
芸
高
田
市
は
、
多
文
化

共
生
推
進
の
一
環
と
し
て
、
市
内
に
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在
住
さ
れ
て
い
る
外
国
籍
の
方
と
の

交
流
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

行
動
の
一
環
と
し
て
六
月
三
日
の
可

愛
地
区
民
運
動
会
に
、
タ
マ
シ
ゲ
デ

ン
ソ
ー
の
宮
之
城
寮
に
入
居
さ
れ
て

い
る
十
二
名
の
中
国
人
の
方
に
参
加

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

  

参
加
当
初
は
、
尐
し
遠
慮
が
ち
な

様
子
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
む
に

連
れ
て
、
自
ら
積
極
的
に
参
加
の
意

思
を
示
さ
れ
、
大
変
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
、
良
い
思
い
出
に
も
な
ら
れ
た

よ
う
で
す
。 

 

 
今
回
の
こ
の
交
流
を
機
に
、
七
月
の

吉
田
の
「
一
心
祭
り
」
に
も
十
六
名

の
参
加
者
が
、
一
心
節
踊
り
に
参
加

さ
れ
日
本
の
文
化
を
体
験
さ
れ
ま
し

た
。
又
、
七
月
二
十
八
日
の
宮
之
城

地
区
の
夏
祭
り
に
も
参
加
さ
れ
、
ゲ

ー
ム
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み
交
流
を

図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も

機
会
が
あ
れ
ば
、
続
け
て
ゆ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

川
本
支
部
長 

大
内
正
浩 

■
中
馬
支
部
か
ら 

（
自
主
防
災
） 

 

他
の
支
部
で
は
、
自
主
防
災
組
織

を
発
足
し
、
防
災
訓
練
を
実
施
さ
れ

て
お
り
、
中
馬
支
部
で
も
今
年
正
式

に
組
織
の
届
け
出
を
済
ま
せ
、
自
主

防
災
機
材
を
購
入
し
、
八
塚
広
場
に

プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
を
新
設
し
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 

河
川
氾
濫
箇
所
・
土
砂
崩
れ
の
危

険
個
所
の
確
認
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
密
に
地
区
住
民
の
実
態
の
把

握
を
図
り
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
自
主
防

災
組
織
を
充
実
さ
せ
、
情
報
を
集
め
、

地
域
の
友
和
と
活
性
化
を
育
み
な
が

ら
魅
力
あ
る
支
部
に
出
来
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

 

先
日
は
、
ア
ー
ジ
ョ
に
お
い
て
、

「
大
規
模
災
害
に
備
え
て
」
と
題
し

た
安
芸
高
田
市
防
災
講
演
会
に
参
加

し
、
事
前
の
準
備
と
訓
練
・
災
害
時

の
対
応
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

他
の
支
部
に
尐
し
で
も
近
づ
け
る

様
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

中
馬
支
部
長 

佐
々
木
敏
則 
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今
回
は
、
挨
ノ
宮
陶
芸
ク
ラ
ブ
の

紹
介
で
す
。 

表
紙
を
飾
っ
た
「
え
の
花
咲
公
園

」
の
一
角
に
、
こ
の
陶
芸
教
室
が
あ

り
ま
す
。 

 

竹
原
支
部
の
松
村 

量
さ
ん
が
代

表
を
務
め
る
陶
芸
ク
ラ
ブ
の
仕
事
場

で
あ
る
。
老
人
憩
の
家
が
昭
和
四
十

六
年
に
建
設
さ
れ
て
、
そ
の
後
、
吉

田
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
り
、
昭
和

五
十
五
年
に
こ
の
地
で
始
ま
っ
た
の

が
最
初
だ
と
松
村
さ
ん
か
ら
の
説
明
。 

現
在
会
員
は
六
名
で
毎
月
第
二
・

第
四
の
月
曜
日
に
活
動
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
作
品
を
窯
で
仕
上
げ
る

「
炉
」（
石
油
窯
）が
完
備
し
、昔
は
、

吉
田
町
唯
一
の
窯
で
あ
っ
た
。
こ
こ

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
陶
器
の
作
品
は
、

す
で
に
県
美
展
な
ど
で
入
賞
さ
れ
た

経
験
者
の
方
の
作
品
や
普
段
の
生
活

上
の
日
常
使
用
品
な
ど
様
々
で
、
今

は
も
っ
ぱ
ら
可
愛
文
化
祭
・
郷
野
文

化
祭
に
出
品
さ
れ
て
い
る
。  

 

 

午
前
か
ら
午
後
に
か
け
て
、
皆
さ

ん
で
土
を
こ
ね
な
が
ら
、
思
い
思
い

の
作
品
づ
く
り
に
精
を
出
さ
れ
て
い

る
。
思
う
よ
う
な
作
品
が
な
か
な
か

出
来
な
い
と
こ
ろ
が
、
長
く
続
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
粘
土
を
こ
ね
て
空
気
を
出
す
作

業
や
ロ
ク
ロ
を
回
す
真
剣
な
ま
な
ざ

し
が
、
昔
の
学
校
で
の
粘
土
工
作
時

間
を
思
い
出
せ
て
、
懐
か
し
く
ま
た

羨
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
各
自
が
思

い
思
い
の
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
、
穏
や
か
で
静
か
な
時
間
が
す
ぎ

て
い
ま
し
た
。 

き
れ
い
な
花
や
お
い
し
そ
う
な
料

理
が
、
自
分
の
作
品
に
よ
り
引
き
立

つ
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
な
が
ら
、
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。  
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速 
報 

 
 

全
国
高
校
総
体

に
お
い
て
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
女
子
個

人
で
、
川
本
支
部 
松
本
彩
音
さ
ん
が

全
国
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。（
八
月
五
日
） 

九
月
に
は
、
世
界
へ
挑
戦
！ 

 

 

・
八
月
八
日
、
市
長
へ
優
勝
報
告
時

の
松
本
さ
ん
。 

お
め
で
と
う
！ 

『
使
用
済
食
用
油
の
回
収
始
ま
る
』 

燃
え
る
ご
み
と
し
て
又
は
、
そ
ん

な
こ
と
は
無
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
ま
ま
台
所
の
排
水
先
へ
投
棄
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
廃
食
油
を
、
市
が
回

収
す
る
そ
う
で
す
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化
へ
！ 

回
収
先
は
、
市
役
所
を
は
じ
め
可

愛
地
区
で
は
「
可
愛
振
興
セ
ン
タ
ー

」
で
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
回
収
方
法
は
以
下
の
通

り
で
す
。
皆
さ
ん
ご
協
力
を
！
！ 

 
 

 
 

 

 

回 収 ス テ ー シ ョ ンへ 
持 ち 込 み 、 廃 食 油 回 収 
ポ リタ ン ク に 油 をう つ 
し ま す。 

容 器 は 捨 て ずに
持 ち 帰 り 、 油を
持 ち 込 む と きに
また使 い ま し ょ う。 

  ȫɣɁ   

よ く 乾 か し た容器に
油 を う つ し 、 し っ かり
フ タ を し め ま す。 

 

油 を よ く 冷 ま し 、 網や
キ ッ チ ン ペ ー パ ーで
油 か す な ど を 取 り 除き
ま す。  

５
４
号
沿
い
（
大
和
重
工
手
前
）
に

出
現
し
た
銀
色
の
塀
の
中
は
？ 
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暑
い
、
熱
い
、
ア
ツ

い
・
・
日
本
中
世
界
中
が
熱
波
と
熱
い

歓
声
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
情
熱
と
感
動

が
冷
め
な
い
う
ち
に
、
こ
の
熱
気
を
地

域
で
何
か
に
変
換
し
た
い
も
の
で
す
。 
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